

新型コロナ5類移行について
連日のお仕事、ご苦労様です。みなさんの介護・生活支援などがなくては毎日が無事に過ごせない人たちが増えてきています。改めて、みなさんのご奮闘に感謝と敬意を申し上げたいと思います。
新型コロナ感染が国内で広がり始めたのが2020年1月。「第8波」は過去最悪の死者数となりました。いま、新たな感染者数が確かに減少していますが、いつまた感染力が強い変異株が猛威を振るうかもしれません。こんな時、政府は5月8日から、新型コロナ5類移行を決めました。

国立遺伝学研究所教授の川上浩一さんは、新聞紙上で警鐘を鳴らしています。
――――

政府は新型コロナ対策の失敗を認めないまま、5月8日から感染症法上の位置づけを季節性インフルエンザと同じ5類に引き下げることを決めました。5類移行とは公助の打ち切りを意味します。影響があまりに大きいため、政府は期限を決めて公的支援を継続し、段階的に縮小するとしています。しかし、いずれ患者の診療費だけでなく、医療機関に対する補助も打ち切られます。発熱外来がなくなるなど、患者にとってはなんのメリットもありません。
無料検査もなくなり、安全安心のための検査が気軽に受けられなくなります。流行状況についても全数把握が完全に終わり、定点調査となります。その結果、週に一回の公表になります。ウイルスのゲノム解析もなくなり、どんな変異株が流行しているのかも分からなくなる恐れがあります。

3月13日からマスクを外そうと政府は警戒を緩めようとしています。岸田首相は、卒業式ではマスクを着用しないことが基本、といいました。政府がいうのはおかしいと思いませんか。子どもたちには、マスクの重要性をきちんと説明する大人の姿を見せるべきでしょう。子どもたちには、将来の新たなパンデミックに科学的に対処する大人に育ってほしいからです。
第8波より大きい第9波が来ない保証はありません。多くの死者と後遺症の人を出してしまったこと、医療従事者や介護従事者が大変な思いをしたことを忘れずに、第9波が来るのを防ぐ対策を要求していきましょう。　―――――
引き続き感染対策の基本をきっちりと
1、基本的予防として、職員と利用者さんの「手洗い・消毒・マスク・換気」を引き続き徹底してください。
2、出勤前、迎えの車に乗る前に体温をはかり、ホームへくるかどうか判断してください。記録も引き続き
行ってください。特に風邪症状の聞き取りも行ってください。
3、利用者さんへの面会は、感染対策をきちんとして、短時間（10分程度）、距離を確保して、対応してく
ださい。面会場所は、デイルーム以外で工夫してください。

4、職員や利用者さんが日常生活から離れた生活を送るというケースがある場合は、事前に管理者さんに連
絡をしてください。個別に相談しましょう。
ソワニエ看護学校生に食料支援お願い
これまで、2021年3月3日、2022年4月28日、12月15日の3回、岡山市中区のソワニエ看護専門学校に支援物資を届けました。コロナ感染は3年間続いていて、アルバイトもできず食生活にも困窮する学生さんたちがいます。新入生の学生さんたちもいます。今回も食料品を中心に支援を行いたいと思います。
会員のみなさん、みんなの家スタッフのみなさんのご協力を改めてお願いします。
集約日　　　　3月28日(火)　　

集約場所　　　みんなの家事業所、　民主会館のNPOみんなの会本部
「岡山県地域人権ネットワーク構想」について
2023年1月17日にNPO法人地域人権みんなの会の今年度第2回理事会を開催しました。2024年4月に結成をめざしている「岡山県地域人権ネットワーク構想」についての考え方を事務局から提出しました。その時の交わした論議とその後に事務局に届いていますご意見をとり入れ、改めて整理して基本的な考えを提示したいと思います。
地域人権みんなの会としての基本的考え(事務局案)

2002年に県に認証されたこのNPO法人の特徴は、2006年から順次開設していった「みんなの家ななくさ(2006年)」、「みんなの家かるがも(2010年)」、「みんなの家だんだん(2013年)」小規模多機能型居宅介護事業の進展にあります。この活動は、地域人権運動とも密接に関連して展開してきました。同時に、その事業を「人権」を基調に展開しすすめるなかで、運動とはまた別の経営など含めた独自の活動の分野の課題があり、みんなで一つひとつ乗り越えていく取り組みが必要なことも浮き彫りになってきました。

みんなの会活動は、第一に、利用者の確保、その介護、介護にともなう諸活動など、仕事の目的は第一義的に利用者の基本的人権の確保にあります。第二に、利用者の基本的人権確保のためには、それに必要な設備確保とその維持が必須となり、そのための独自活動が必要となり、これは次の人材確保と育成の仕事となります。第三に、上記二つの仕事を遂行する介護従事者と、各事業所を運営するスタッフの確保、そしてそのことを可能とする技術と介護にふさわしい人材育成とスタッフにふさわしい運営能力の育成と人材確保が必須となります。そのための研修と学習活動がここでの研究学習の中心課題となります。第四に、事業所を運営していくうえで必要な事業所外との関係もその対象は人権連と重なるところはあるものの、仕事の根幹においては大きく異なります。たとえば、「利用者確保のための連携」、「より良い介護・看護の確立のための連携」、「より良い事業経営のための連携」、「地域密着型事業所の確立のための連携」などは、大きくことなる点です。それに対して、「より良い介護事業の条件確立のための連携」は、ほとんど人権連運動と重なるところです。

一人ひとりの命に直接かかわる責任重大な仕事であり、同時にそこで働く一人ひとりの人権を守るという課題も果たさなければならない、そういう仕事に取り組んできています。みんなの会の活動は人権連運動と重なりつつも、これはこれで独立した独自の仕事として、あらためていま何がもっとも重要な課題なのかを見定めること、そしてその解決の方向を探ることが私たちの直面していることではないかと思います。

「岡山県地域人権ネットワーク」づくりが、そうした課題解決に大きく寄与することを念頭に参画し、できればこの法人がネットの中心を担えるように位置付けていきたいと思います。

新しいネットワーク組織は、「地域人権」すなわち日本国憲法の基本的人権論と住民自治論を中心に要求実現と人権学習を二本柱として取り組みます。

構想している3団体のそれぞれの組織に寄せられてくる地域と個人の要求、福祉事業にかかわって惹起している制度・法律上の課題、利用者さんと働く人たちの人権の視点、これら含め、人権・民主主義・平和運動で直面する諸問題を集約し、問題点を分析し明らかにすることが、要求実現につながります。また、その学習活動は自ら組織と個々人の自己評価、互いの関係の強化に結び付きます。そして世論を広めることにもなります。

新たなネットワーク組織が、若い世代の人たち自身の自己実現の場として推進されることを構想しています。憲法「改正」への動向が強まるなか、改めて国民が憲法制定主体であることを世論にしていく上でも世代継承は欠かせない課題です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 
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